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「ある⼈たちの習慣に倣って⾃分たちの集まりをやめたりせず、むしろ励まし合いましょう。その⽇が
近づいていることが分かっているのですから、ますます励もうではありませんか。」 
（へブル 10 章 25 節） 
 
 主の御名を賛美します。 
 新型コロナウイルスの感染が拡がり、今後さらなる拡⼤が懸念されています。JECA 加盟諸教会におい
ても、すでにその対応を迫られ、礼拝や諸集会の⾃粛などの対応に苦慮されていることと思います。キリ
スト教会の最⼤の⽬的であり務めである「礼拝」に集まることについて慎重とならざるを得ない状況は、
私たちがかつて経験したことのないものです。 
 全国運営委員会では、新型コロナウイルスの感染拡⼤が、全国に及ぶ「災害」であると受け⽌め、緊急
時宣⾔をしました。それに伴い、JECA の諸活動について延期や休⽌、代替の対応などを始めました。そ
して、新型コロナウイルス感染対策窓⼝を設置して、諸教会の交わりとサポートをともにするべく活動
を始めます。また、この事態は JECA のみならず、⽇本の、そして全世界の教会が直⾯しています。私た
ちが⾃分の⾝の周りのことだけではなく、世界に⾏かされている神の⺠として、ともにこの試練に⽴ち
向い、祈り、協⼒することにご理解をくださいますよう、願い申し上げます。 
 
Ⅰ. 新型コロナウイルス感染対策窓⼝について 
 新型コロナウイルス感染対策のために全国運営委員会の下に「窓⼝」を設置します。 
【⽬的】  
① 加盟教会を中⼼とする新型コロナウイルスの状況を分かち合い、互いに祈り⽀え合うこと。 
② 新型コロナウイルス対策のためのガイドを作成し、随時、更新して加盟教会の判断の情報提供をす
ること。 
③ 教会活動継続のための⽀援を⾏うこと。 
④ 新型コロナウイルスの影響についての相談についての窓⼝となること。 
⑤ その他 
【メンバー】 
末松隆太郎（全国運営委員⻑） 
菅原豊（⻄⽇本地区 ⽩⾦キリスト教会 全国運営委員会災害対応担当） 
松村識（⻄関東地区 甲府キリスト福⾳教会 全国運営委員会書記 広報委員担当） 
清野桂司（⻄関東地区 千歳烏⼭光の⼦キリスト教会 全国運営委員） 
吉⽥浩⼆（北海道地区 厚別福⾳キリスト教会 医師 元保健所⻑） 
 



II. 新型コロナウイルスの対応状況に関するアンケートご協⼒のお願い 
 アンケートの⽬的は、状況を分かち合い、互いに祈り⽀え合うことと、他の教会の対応状況を各教会の
対応の参考にしていただくことです。いただいたアンケートを集計して、諸教会に配布させていただい
ます。 
【回答⽅法】 
①ウェブで 
 http://www.jeca.jp/ 
 アンケートフォームを⽤意してあります。ご記⼊の上、送信してください。 
②メールで 
 covid19@jeca.jp 
 以下の項⽬を記⼊の上、お送りください。 
 
【質問項⽬】 
① 教会名 
② 記⼊者名 
③ 連絡先（メールアドレス）ご記⼊いただいたメールアドレスには情報をお送りします。 
④ 礼拝の状況（複数回答） 
 会堂での礼拝を実施・会堂での礼拝を休⽌・ライブ配信での礼拝を実施・その他 
⑤ ④で休⽌・その他と答えた場合の対応をご記⼊ください。 
⑥ 会堂での礼拝出席の状況 
 通常通り・3/4 程度・1/2 程度・1/3 程度・1/4 程度・その他 
⑦ ⑥でその他と答えた場合の状況をご記⼊ください。 
⑧ 礼拝堂に来られない⽅への対応（複数回答） 
 ライブ配信・後⽇動画や録⾳を配信・説教原稿（あるいは要旨等）の配布・週報の配信/郵送・その他 
⑨ ⑧でその他と答えた場合の対応をご記⼊ください。 
⑩ その他配慮していること、対応していること 
⑪ 困っていること 
 
【〆切り】 
 4 ⽉ 10 ⽇（⾦） 
 
  



III. 新型コロナウイルス対策のためのガイド（v1） 
 
 新型コロナウイルス対策では、感染リスクを抑え、クラスター（集団感染）が起こらないために、次の 
「3 つの密」を避けるように勧められています。① 多くの⼈が「密」集する場所、② 換気の悪い「密」
閉空間、③ 近距離での「密」接した会話、接触。 
 教会は、これらの条件が起こりやすい環境にあります。そのリスクを避けるために、また、他にも配慮
するべきこととして、次のように対策することお勧めします。⻑期間に及ぶことが懸念されている状況
の中、お役⽴てくだされば幸いです。このガイドは各教会の対策の参考にしていただくもので、随時更新
します。 
 
＜教会全体で配慮するべきこと＞ 
１．密集を避けるために 
・礼拝の回数を増やして分散する。 
・礼拝堂内の椅⼦の間隔などを広げて、⼀定の距離をとる。 
・礼拝のライブ配信などを利⽤し、⾃宅などで礼拝をささげる。 
 
２．密閉空間を避けるために 
・礼拝中、窓を開けて換気をする。換気は窓の 2 ⽅向を開けることで、換気が効率よく⾏えます。 
・礼拝時間を短縮するために、プログラムを簡素化する⼯夫をする。 
 
3. 密接した会話、接触を避けるために 
・教会堂に来たときは、必ず⼿洗いをする。洗⾯所には、できればタオルを置かず、ペーパータオルを⽤
意する。 
・挨拶を交わす際に、握⼿やハグは避ける。 
・マスクを着⽤する。司会者や説教者もマスクをする。 
・愛餐会などの密接した交わりを休⽌する。 
・讃美歌を歌わない、あるいはマスク着⽤のまま⼩さな声で歌う。 
・信仰告⽩、主の祈り、交読などは代表が⾏う。 
・聖餐式を延期する。配餐の際、司式者が⼿袋をして⾏うなどの⼯夫をする。 
 
４．互いの尊重と配慮のために 
 私たちは礼拝出席を重んじています。それがゆえに礼拝出席を控えることに⾃他共に抵抗感がありま
す。それがゆえに厳しい⽬を向けたり、さばいたりすることのないように。互いの判断や⾏動を尊重する
とともに、互いに配慮し合って、愛の交わりを築くことを⼼がけましょう。 
 
５．礼拝に集まれない場合の配慮 
 私たちはともに礼拝をささげ、交わりをすることで⽇々の⼒をいただいています。それができない状
況は、信仰⽣活の試みのときです。たとい、実際に集まることができなくとも、互いの交わりができるよ



うに、電話や⼿紙、メールやインターネットを使った交わりなどをして補うなどの配慮を⾏いましょう。 
 
6. 世に証しする教会として 
 「不要不急の外出を避けよ」という要請が国から都道府県から出されました。私たちにとっての礼拝は
「不要不急」にあたるのかといえば、⽋かすことなく⾏う必要なものです。⼀⽅で、「神を愛し、隣⼈を
愛する」ことが私たちの使命です。教会がクラスター源となっては、隣⼈を傷つけることになり、決して
世に証しするものとはなりません。兄弟姉妹・地域の⼈々への愛をもって、安全への配慮を⼗分にしつ
つ、さまざまの⼯夫をしながら礼拝をささげることが⼤切ではないでしょうか。 
 
＜個々⼈が配慮するべきこと＞ 
7．感染の疑いのある⼈、感染した場合にリスクの⾼い⼈に対する配慮 
 次に該当する⽅は礼拝出席を⾃粛する。 
・⼀週間以内に咳あるいは 37 度以上の発熱、その他⾵邪のような症状があった⼈。 
・新型コロナウイルスに感染していることが明らかになった⼈と 1 メートル以内に接近した⼈（濃厚接
触者）。 
・2 週間以内に、感染がまん延している地域・国家に渡航した⼈、あるいはそのような地域・国家から来
ている⼈と 1 メートル以内に接近した⼈（濃厚接触の疑いがある者）。 
・70 歳以上の⾼齢の⽅、⼼疾患、呼吸器疾患、糖尿病、その他免疫の低下をきたす恐れのある持病を持
つ⼈。 
・同じ職場、学校、地域等に感染者がいることがわかった⼈。 
・教育委員会あるいは学校から何らかの指導をされている⽣徒児童は、その指導に従う。 
 
8．教会へウイルスを持ち込まないために 
 公共交通機関を利⽤して礼拝に来られる⽅が、市中での感染を防ぐための有効な⼿段としては、 ⼿袋
をする、ドアを開ける時は⼿ではなく肘や腕で開ける、券売機・エレベータのボタンは指先ではなく指を
曲げて関節の先で押すなど、物に触らないこと、そして⾃分の指で⽬、⼝、眼鏡、髪の⽑などに触らない
ようにすることです（クセで触ることがよくあります）。 
 
 最後に、教会ごとに会堂の広さや出席者数・年齢層などが違います。また、地域の感染状況や⾏政の判
断と要請などもさまざまに条件が異なります。それぞれの教会で祈りつつ判断して具体策を講じるよう
にお勧めします。 
 
  



IV．外部リソース 
 インターネット上の様々なリソースがあります。参考にしてください。 
 
・facebook グループ：教会動画配信のための情報交換（管理者：同盟基督教団 松原湖バイブルキャン
プ主事 鈴⽊聖仕師） 
https://www.facebook.com/groups/2712496515703592/ 
・オンライン会議システム ZOOM 
https://zoom.us 
・JEA：世界福⾳同盟（WEA）国際断⾷祈祷のお願い 
https://jeanet.org 
・ワールドビジョンジャパン：緊急募⾦のお願い他 
https://www.worldvision.jp 
 
V. 問い合わせ先 
・新型コロナウイルス感染対策窓⼝への問い合わせ 
covid19@jeca.jp 
・医学的⾒地からのアドバイスが必要な教会は下記メールアドレスにてお問合せください。 
kjysd19741215@ezweb.ne.jp（吉⽥浩⼆師） 


